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報
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1

3 ボールを湯煎にかけ、薬味から味を引
き出す。アルコールをとばし、ザラメ
が溶けるまで混ぜたら、完全に冷たく
なるまで冷ます。野菜と混ぜ合わせる。

皮をむいた大根、人参、セロリ、キュウ
リは全て長さ4㎝の拍子木切りする。人
参は少し細く切る。ざっと水洗いしてザ
ルにあげておく。

2 生姜、ニンニクは千切りにする。鷹の爪
は辛味が出るように手でちぎる。調味料
をボールに入れ、生姜、ニンニク、鷹
の爪、花山椒を加える。

漬物容器に入れ、重石（2〜3㎏）をする。
野菜から水分が出るので、漬けダレが
野菜にかぶらなくてもよい。2〜3日漬
けて出来上がり。

4

●材料　漬物1回分（約6人前）

大根… 中1/2本、人参…1/3本
セロリ…1本、キュウリ…1本
生姜…1片、ニンニク…1片
鷹の爪…2〜3本（量はお好みで）
花山椒（粒山椒）…1つまみ

調味料（割合は 3：2：1.5：2）
  醤油…大6、紹興酒…大4
  日本酒…大3、砂糖（ザラメ）…大4

鷹の爪と花山椒の辛味と風味が広がる中華風漬物。
ポリポリパリパリ、歯応えがよい一品です。

大根のピリ辛花山椒漬け

11月中旬、県主催の「第2回全国伝統野菜サミット」を取材するため山形ビッグウイングへ行ってきました。サミットで「伝統野菜は私たちの祖先に寄り添
い、その地域ごとの食文化を形成してきた」という発言があり、私は深く共感しました。地元ならではの特色ある食文化を将来へつなぐためにも、伝統野菜の
価値を改めて発信していきたいと感じました。

あとがき

やまがた

旬の料理

04 特集 JAの未来

覚えておきたい！
マイナンバー制度における
税務の注意点

02 農業情報 

12 旬の料理 大根のピリ辛花山椒漬け

近藤英二／『竹林坊』／本格的な中国料理からラー
メン、丼物、定食などリーズナブルな料理も楽しめ
る。特に本場四川の味に近い麻婆豆腐は大人気。／
山形市中野 713、TEL.023-681-3355、営業時間
平日11：30〜14：30、17：30〜21：30（LO）、日・祝
日は 20：30 まで。水曜定休、35名までの宴会可。

ワンポイントアドバイス
長く漬けておくと
色も黒くなり、味も濃く
なってきます。3日目
以降は、野菜と漬けダレ
を別々に保存、食べる
ときに合わせると
いいですよ。



①

2月16日からの確定申告に向け、準備を進めましょう！

　

11
月
8
日
、
市
民
公
園
赤
レ
ン
ガ
広
場
で
開
催
さ
れ
、

70
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

山
形
県
知
事
賞	

杉
山 
幸
治
さ
ん

上
山
市
長
賞	

吉
田 

晃
兵
衛
さ
ん

上
山
市
総
合
農
政
推
進
協
議
会
長
賞

	

木
村 

巧
さ
ん

優
秀
賞	

黒
田 

浩
次
さ
ん

	

長
沼 

健
司
さ
ん

	

鈴
木 

幸
夫
さ
ん

	

佐
竹 

秀
一
さ
ん

糖
度
賞	

佐
竹 

秀
一
さ
ん

	

佐
藤 

友
彦
さ
ん

芳
香
賞	

杉
山 

幸
治
さ
ん

■ 営農経済部
１月上旬
・ 広域園芸組織代表者会（豊作祈願祭）

■ 各営農センター
1月上旬

・ 防除暦説明会

■ おいしさ直売所各店
12月28～30日

・ 歳末大売出し
1月5日

・ 初売り

■ 中央営農センター
12月中旬

・ 水田営農協議会・農地保有合理化協
議会 合同研修会

■ 西部営農センター
12月中旬～

・ 大豆・そば検査
12月下旬

・ 啓翁桜目揃え会
・ 農薬予約説明会

■ 南部営農センター
12月中旬

・ 干し柿共励会
12月下旬

・ スモモ剪定講習会
・ 航空防除事業検討会

■ 北部営農センター
１月中旬
・ つや姫栽培研修会
・ 北部園芸組織女性研修会

農業
情報
Agricultural information

第
４
回
上
山
市

ラ・
フ
ラ
ン
ス
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

農
業
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
再
確
認

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
緊
急
要
請
を
二
市
二
町
へ
提
出

山
形
農
協
牛
枝
肉
共
進
会

　

11
月
17
日
、
山
形
テ
ル
サ
で
第
27
回
J
A
山
形
県
大
会
が
開
か
れ
、

県
内
J
A
か
ら
約
7
5
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

■
大
会
決
議

　

山
形
県
の
今
後
3
年
間
の
重
点
実
施
事
項
と
し
て 

①「
農
業
者
の

所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」の
実
現 

②「
地
域
の
活
性
化
」へ

の
貢
献 

③
参
加
・
参
画
に
よ
る
運
営
と
自
主
・
自
立
に
よ
る
経
営
の

確
立 

を
掲
げ
ま
し
た
。　

　

具
体
的
に
は
、
水
田
フ
ル
活
用
に
よ
る
最
低
水
稲
生
産
力
40
万
ト

ン
の
維
持
、
園
芸
作
物
を
中
心
に
多
様
な
担
い
手
を
巻
き
込
ん
だ
産

地
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
を
確
認
。
ま
た
県
域
で「
地
域
・

担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
し
、
各
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
担
い

手
の
育
成
を
後
方
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。

■
意
見
表
明

　

山
形
県
J
A
女
性
組
織
協
議
会
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
の
大
場
ゆ

　

11
月
18
日
と
11
月
20
日
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
大
筋
合
意
を
受
け
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
の
市
町

長
へ
、
常
勤
役
員
が
要
請
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。
①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
合
意
内
容
と
国
会

決
議
の
整
合
性
に
つ
い
て
検
証
す
る
と
と
も
に
、
影
響
を
十
分
に
説
明
す
る
こ
と 

②
生

産
現
場
の
声
を
く
み
、
農
業
者
の
再
生
産
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
将
来
を
見
通
せ
る
万

全
な
経
営
安
定
対
策
を
講
じ
る
こ
と 

③
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
が
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
た
場

合
は
、
諸
対
策
を
見
直
す
こ
と　
の
3
点
が
主
な
要
請
内
容
で
す
。

　

10
月
26
日
、（
株
）山
形
県

食
肉
公
社
で
山
形
農
協
牛
枝

肉
共
進
会
が
開
か
れ
、
30
頭

の
中
か
ら
、
平
尾
喜
代
春
さ

ん
の
牝
牛
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
輝
き
ま
し
た
。
平
尾
さ
ん

の
牛
肉
は
特
に
脂
の
乗
り
方

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

営 農 ひ と こ と ア ド バ イ ス

お問い合わせ：

中央営農センター
屋島 正人
TEL.080-1846-4368

来年度へ向けて、
土壌診断を行いましょう！！ 
　以前に比べ生育が悪かったり、生理障害が増えたりした圃場は
ありませんか？ひとつの原因として過剰な施肥があげられます。

■ 過剰なリン酸や石灰は取り除く事が困難ですので、土壌診断
で土の状態を調べ、適正な処置を取りましょう。

■ 土壌は肥料成分間のバランスが重要です。単純に不足分を施
肥すれば良いというものではありません。土壌診断について
不明な点があれば、お近くの営農センターへご相談ください。

■ 適切な施肥は、病害虫や生理障害の発生を防ぎ、コスト軽減
にも繋がります。診断結果に基づく施肥設計と、積極的な土
づくりを行い、より高品質な農作物を栽培しましょう。

防除についても
今年度の振り返りを！！
　近年、薬剤抵抗性のある病害虫が増えてきています。抵抗性
のある病害虫は圃場や地区によっても異なります。
　本年度の防除や天候を振り返り、効果のあった農薬を整理し
て、来年度の防除に活用しましょう。

降雪・強風による
ハウス倒壊を防ぎましょう。
　本格的に降雪が始まる前に、ハウス等を点検しましょう。
■ 被覆しているビニールがたわむとその部分に雪がたまってし

まうので、適切な張り具合になるよう調整しましょう。
■ ハウスの金具や、固定している部品がゆるんでいないか点検

しましょう。
■ 大雪が予想される場合は、ハウス内に支柱を取り付けると、

一時的な補強になります。

本年度の総括と
次年度に向けた対策を

第
27
回
Ｊ
Ａ
山
形
県
大
会

み
子
副
部
会
長
は「
地
域
の
活
性
化
や
組

合
員
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の

確
立
に
貢
献
す
る
た
め
、
部
員
同
士
の
交

流
機
会
の
増
加
、
J
A
女
性
大
学
の
開
講
、

調
理
室
と
多
目
的
室
を
兼
ね
備
え
た
女
性

会
館
の
設
立
な
ど
に
取
り
組
み
た
い
」
と

意
見
表
明
し
ま
し
た
。

■
T
P
P
交
渉
に
関
す
る
特
別
決
議

　

大
筋
合
意
に
は
至
っ
た
も
の
の
、
情
報

の
明
示
等
に
向
け
て
引
き
続
き
強
力
な
運

動
を
し
て
い
く
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

写真提供：上山市

今月の表紙
中川勝彦さん／山形市前明
石／中川さんは大根を作って
50年のベテランです。今年
干した約3700本の大根は、
おいしさ直売所各店の予約販
売でほぼ完売してしまうそう
です。
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特集 JAの未来

マイナンバーについてのお問い合わせは

マイナンバー総合
フリーダイヤル（無料）
0120-95-0178
平　日 9:30～22:00
土日祝 9:30～17:30（年末年始除く）

税務についてのお問い合わせは

JAやまがた 
資産サポート部
023-624-8260
各専門家と連携してお答えします

あ
れ
ば
、
番
号
確
認
と
本
人
確
認
を
同
時

に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
便
利
な

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
を
申
請
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
お
す
す
め
し
て
お
り
ま
す
。
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
通

知
カ
ー
ド
と
と
も
に
届
い
た「
個
人
番
号
カ

ー
ド
交
付
申
請
書
」
を
郵
送
し
て
い
た
だ

く
ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

証
明
用
写
真
機
か
ら
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ

た「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
の
ご
案

内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

─
─ 

平
成
27
年
分
の
確
定
申
告
と
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

齋
藤　

平
成
27
年
分
の
確
定
申
告
書（
平
成

バ
ー
の
提
供
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

─
─ 

意
外
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
す
る

機
会
が
あ
る
の
で
す
ね
。
報
道
等
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
漏
え
い
や
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の

よ
う
な
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
不
安
を
感
じ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
と
思
い
ま
す
が
。

齋
藤　

税
務
署
や
市
町
村
役
場
が
皆
さ
ま

に
電
話
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
聞
く
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
電
話
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

聞
か
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に

回
答
は
せ
ず
、
相
手
の
連
絡
先
を
聞
き
取

り
、
不
審
電
話
な
ら
税
務
署
や
警
察
、
市

町
村
役
場
に
連
絡
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

─
─ 

事
業
主
の
方
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取

り
扱
う
上
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

齋
藤　

ま
ず
、
取
引
先
な
ど
か
ら
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
取
得
に
つ
い
て
、
税
や
社
会

保
障
に
関
す
る
手
続
き
書
類
の
作
成
の
た

め
に
必
要
な
場
合
に
限
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

以
外
の
目
的
で
は
提
供
を
求
め
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
行
政
機
関
や
健
康
保
険
組
合

等
に
提
出
す
る
場
面
に
限
り
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
利
用
・
提
供
を
す
る
こ
と
が
で
き

　

皆
さ
ま
に
届
い
た
ば
か
り
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
は「
通
知
カ
ー
ド
」
と
い
い
ま

す
が
、
こ
れ
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
運

転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

を
用
意
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

顔
写
真
入
り
の「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
で

─
─ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

齋
藤　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、税
・
社
会
保
障
・

災
害
対
策
の
た
め
に
使
う
、
住
民
票
を
有

す
る
方
に
１
人
1
つ
指
定
さ
れ
る
12
ケ
タ

の
番
号
で
す
。

28
年
２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
申
告
）

に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
個
人
の
方
の
場
合
で
す
と
、

平
成
28
年
１
月
１
日
以
降
に
提
出
さ
れ
る

所
得
税
、
消
費
税
、
相
続
税
、
贈
与
税
等

に
か
か
わ
る
申
請
書
・
届
出
書
に
つ
い
て

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
平
成
27
年
分
の
農
業
収
入
が

１
０
０
０
万
を
超
え
た
場
合
に
提
出
し
て

い
た
だ
く「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
」

に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
、
提
出
の
際
に
は
番
号
確

認
と
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
の
で「
個
人
番

号
カ
ー
ド
」
等
の
準
備
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

─
─ 

申
請
書
・
届
出
書
に
つ
い
て
は
、
年

が
明
け
る
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
用
す
る

機
会
が
出
て
く
る
の
で
す
ね
。
今
後
具
体

的
に
農
家
の
方
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用

す
る
場
面
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

齋
藤　

平
成
28
年
分
以
降
の
確
定
申
告
書

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
も
、
人
を
雇
っ
て
給
与
を

支
払
っ
た
場
合
等
に
は
、
源
泉
徴
収
票
等

を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

平
成
28
年
1
月
1
日
以
降
は
、
給
与
を
受

け
取
る
方
等
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
供

を
受
け
て
、
税
務
署
等
に
提
出
す
る
源
泉

徴
収
票
等
に
そ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

─
─ 

農
業
以
外
で
は
ど
う
で
す
か
。

齋
藤　

会
社
に
勤
め
な
が
ら
農
業
も
な
さ

っ
て
い
る
兼
業
農
家
の
方
に
つ
い
て
は
、

勤
め
ら
れ
て
い
る
会
社
が
源
泉
徴
収
事
務

を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
社
か
ら
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
供
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
不
動
産
収
入
の
有
る
方
が
、
法

人
に
対
し
て
不
動
産
を
賃
貸
し
、
そ
の
法

人
が
税
務
署
に
支
払
調
書
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
る
と
き
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

提
示
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

─
─ 

他
に
は
、
ど
う
い
っ
た
も
の
が
あ
り

ま
す
か
。

齋
藤　

J
A
と
の
取
引
に
関
し
て
は
、
貯

金
関
係
で
マ
ル
優
の
非
課
税
枠
の
申
請
、

共
済
関
係
で
は
１
０
０
万
円
を
超
え
る
共

済
金
の
受
け
取
り
の
場
合
等
に
マ
イ
ナ
ン

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
保
管
・
廃
棄
に
つ
い
て
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
は
税
や
社
会
保
障
に
関
す
る

手
続
き
書
類
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
場

合
に
限
り
保
管
す
る
も
の
で
、
必
要
が
な

く
な
っ
た
場
合
は
速
や
か
に
廃
棄
又
は
削

除
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
漏
え
い
や
紛
失
し
な

い
よ
う
に
、
金
庫
に
保
管
し
た
り
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱
う
担
当
者
を
限
定
し

た
り
、
保
存
期
間
経
過
後
の
廃
棄
の
た
め

年
度
ご
と
フ
ァ
イ
ル
に
す
る
な
ど
、
適
切

な
管
理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

─
─ 

漏
え
い
の
加
害
者
に
な
ら
な
い
た
め

に
も
厳
格
な
管
理
が
必
要
な
の
で
す
ね
。

齋
藤　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
行
政
の

効
率
化
と
国
民
の
利
便
性
を
高
め
、
よ
り

公
平
・
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
基
盤
で

す
。
皆
さ
ま
に
は
ぜ
ひ
制
度

の
趣
旨
を
ご
理
解
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

─
─ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用

は
、
公
平
・
公
正
な
社
会
の

た
め
に
み
ん
な
で
取
り
く
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す

ね
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
、
皆
様
の
も
と
に
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
」
が
届
い
た
と
思
い
ま
す
。

個
人
事
業
主
と
し
て
の
農
家
の
税
務
と
関
わ
り
の
深
い
部
分
を
、
山
形
税
務
署
記
帳
指
導
推
進
官
の
齋
藤
満
喜
さ
ん
に
お
話

し
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

お話を伺った山形税務署記帳指導推進官の
齋藤満喜さん。

11月18日・19日の2日間、4支店でマイナンバーに関する研修会が開かれました。

通知カード

個人番号カード

覚
え
て
お
き
た
い
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
お
け
る

税
務
の
注
意
点
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● JAやまがたから組合員の皆様に大切なお知らせです。 J A  I n f o r m a t i o n

強い農業の実現に向けて

　組合員の高齢化や後継者不足など農業を取り巻く環境が厳しさを増す中、今年になり農
協法の改正、TPPの大筋合意など、日本農業とJAは大転換期を迎え、重要な局面にある。
TPP交渉の結果を見ると、あれほど守るといった米において輸入枠が新設されている。また、
果樹・蔬菜・各肉類の関税削減、撤廃など、将来的に心配になる内容である。さらに、ここ
にきて肥料の成分偽装もあり、これまで以上に消費者から「安心」「安全」「信頼」される農
産物が求められている。第6次中期経営刷新計画を策定するにあたり、平成30年の減反廃止
などを見据え、営農指導の充実、一元販売による販売強化を進めていく。農業所得の向上と
強い農業の実現に向かって、組合員とともに取り組んでいくしかない。

D i r e c t o r ' s  o p i n i o n  2015

役員より  vol.9　

理事　
有澤 孝司

太平物産（株）製造肥料にかかる品質問題について（お詫び）

統合新支店名  決定のお知らせ
　平成28年2月に開店予定の統合新支店名
が決定いたしましたのでお知らせいたしま
す。多数のご応募ありがとうございました。
　賞品の当選者については、ご本人へお伝
えいたします。

お問い合わせ  経営管理部 総合企画広報課　TEL.023-624-8265

以
下
の
内
容
に
つ
い
て
、
報
告
・
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

第
10
回
理
事
会
［
10
月
27
日 

開
催
］

●
報
告
事
項

［
経
営
管
理
部
］

1
．組
合
員（
出
資
金
）加
入
調
書

２
．J
A
や
ま
が
た
宮
川
・
西
郷
統
合
支
店
事
務
所

　

 

増
築
工
事
入
札
結
果

３
．支
店
統
合
に
伴
う
新
支
店
名
称　

４
．自
主
検
査
の
実
施
・
改
善
策
報
告
書

５
．平
成
27
年
度
上
半
期
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー　

６
．福
祉
セ
ン
タ
ー
青
田
介
護
利
用
者
数
推
移　

［
資
産
サ
ポ
ー
ト
部
］

1
．平
成
27
年
９
月
末
事
業
実
績

［
営
農
経
済
部
］

1
．青
果
物
販
売
状
況

２
．平
成
27
年
産
米
集
荷
進
度
状
況　

３
．お
い
し
さ
直
売
所
南
館
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

［
そ
の
他
］

1
．平
成
27
年
９
月
末
事
業
実
績

●
協
議
事
項

第
1
号
議
案
．�高
額
貸
出
金
に
係
る
貸
出
条
件
変
更

第
2
号
議
案
．�山
形
県
農
業
信
用
基
金
協
会
に
対
す
る
増
資

第
3
号
議
案
．資
産
査
定
要
領
の
一
部
変
更

第
4
号
議
案
．�資
産
査
定
事
務
要
領
の
一
部
変
更

第
5
号
議
案
．�情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
方
針
の
変
更

第
6
号
議
案
．�情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
規
程
の
変
更

第
7
号
議
案
．�情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
統
括
管
理
者
の
選
任

第
8
号
議
案
．�J
A
や
ま
が
た
直
売
所
事
業
規
程
の
変
更

　このたび、太平物産（株）の製造した肥料について、以下の事実が
判明しました。

●保証成分を満たしていない。
●登録・保証票にない原料を使用していた。
●窒素成分において、有機態窒素が保証値を満たしていない。

　当ＪＡでは早急にグリーンでの販売と、配送センターからの配送を停止
いたしました。また、組合員の皆様の在庫品について、自主回収を行っ
ております。これまでに使用した肥料等の対応については、今後もJA
全農へ粘り強く交渉して参ります。
　なお、同社が使用している原料は、通常の肥料製造に使用されている
ものであることから、同社の肥料を使用して栽培した農作物が健康に害
を与えたり、土壌を汚染する心配はありません。
　組合員の皆様には多大なご迷惑とご心配をおかけしましたことを、お
詫び申し上げます。今後の対応についても、何卒ご理解とご協力を賜り
ますよう、お願い申し上げます。

自主回収対象肥料
・フルーツ有機50
・フルーツ有機80
・フルーツ有機ぶどう専用
・やさい2号
・やさい有機NP66
・有機入複合果樹特29号
・根菜専用肥料
・フレッシュやさい名人
・ホーソ入り複合そさい2号
・ばれいしょ専用（粒状）
・JAやまがた麦専用
・アスパラ専用2号
・グリーンアスパラ
・まごころ野菜835
・機械田植専用肥料
・カニガラ有機S8号

年末・年始のＡＴＭご利用について

おいしい山形 
収穫感謝キャンペーン！！
2015

12月31日（木） 1月1日（金） 1月2日（土） 1月3日（日） 1月4日（月）
当JAの自動運行のＡＴＭ 9:00～17:00 9:00～17:00 9:00～17:00

休  止

9:00～21:00

当JAの上記以外のＡＴＭ 休  止 9:00～18:00
県外のJA 他金融機関

ゆうちょ銀行 9:00～17:00 8:00～21:00 8:00～21:00 8:00～21:00

コンビニATM 9:00～19:00 8:00～21:00 8:00～21:00 8:00～21:00

（自動運行）本店、東沢コミュニティセンター（1月4日以降平日20時まで）、西部、鈴川、江俣ＳＳ、天神支店（1月4日以降8時～）、さくら、南館、
蔵王、上山、宮川、長崎、山辺、山形市立病院済生館
（上記以外）滝山、宮浦、南金井、楯山、山寺、高瀬、千歳、東金井、本沢、山元、中山、西郷、中川、豊田、相模、七日町ふれあい
（コンビニATM）セブン銀行ATM、ローソンATM、イーネットATM（主にファミリーマートに設置されております。）

（注）金融機関によってはご利用いただけない日（時間帯）がございますので、ご利用される金融機関にお問合せください。

1年
もの

3年
もの

5年
もの年0.25％

【税引後 年0.199％】
年0.328％

【税引後 年0.261％】
年0.35％

【税引後 年0.278％】

新規10万円以上お預け入れの方
特別金利定期貯金

11/24（火）
▼

12/30（水）

た か だ て

かみのやまきた

かみのやまみなみ

　■楯山・高瀬・ふれあい山寺	 →　高 楯 支 店
　■上山・中川・ふれあい中山	 →　上山北支店
　■宮川・西郷	 →　上山南支店

キャンペーンの詳細については、窓口にご照会いただくか、チラシをご覧下さい。

代替肥料や回収等に関するお問い合わせ
ＪＡやまがた　経済課 TEL.023-646-3688
グリーンやまがた中央 TEL.023-684-2724　グリーンやまがた西部 TEL.023-646-5556
グリーンやまがた南部 TEL.023-679-8656　グリーンやまがた北部 TEL.023-667-0171

新規預入額50万円以上の
お客様へ、先着で

ちょリスグッズプレゼント！
●山形県産つや姫1合＆
ちょリスオリジナル
パッケージカレー1個
もしくは
●ちょリス弁当箱1個＆
ちょリス箸1個

7 ── JA INFORMATION JA INFORMATION ── 6



vol
20

健康
コラム

福祉センター青田

　

11
月
９
日
、Ｊ
Ａ
や
ま
が
た
女
性

部
と
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
は
、
合
同

で
「
昔
懐
か
し
い
お
菓
子
作
り
講
習

会
」
を
本
店
で
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
伝
統
料
理
の
継
承
と
両
部
の
親
睦
を
目
的
に
昨
年
か
ら
始

ま
っ
た
も
の
で
、
今
回
で
２
回
目
で
す
。
講
習
会
で
は
参
加

し
た
約
30
名
が
ク
ル
ミ
入
り
ゆ
べ
し
と
、
米
粉
の
蒸
し
パ
ン

づ
く
り
を
行
い
、
料
理
や
会
話
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
参
加
し
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
員
は
「
昔
か
ら
の
料
理
法

や
知
恵
を
学
べ
た
し
、女
性
部
の
方
と
お
話
し
て
、
直
接
手
ほ

ど
き
を
し
て
も
ら
え
て
嬉
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

女
性
部
と
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部

合
同
の
菓
子
作
り
講
習
会
で
親
睦

　

11
月
12
日
、
出
羽
果
樹
組
合
は
リ
ン

ゴ
を
盗
難
か
ら
守
る
た
め
、
地
区
内
の

園
地
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
た
。
リ
ン

ゴ
を
対
象
に
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
は
今
年
で
７
回
目
。
こ
の

日
は
山
形
警
察
署
漆
山
駐
在
所
の
松
田
浩
所
長
と
同
組
合

の
役
員
ら
５
名
、
そ
し
て
当
Ｊ
Ａ
職
員
が
、
夜
の
８
時
か

ら
約
１
時
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
森
谷
芳
広
組

合
長
は
「
リ
ン
ゴ
は
育
て
る
期
間
が
長
く
生
産
者
は
苦
労

し
て
作
っ
て
い
る
の
で
、
盗
ま
れ
な
い
よ
う
防
犯
に
努
め

て
い
く
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

リ
ン
ゴ
を
盗
難
か
ら
守
る
！

出
羽
地
区
で
生
産
者
ら
が
パ
ト
ロ
ー
ル

　

11
月
17
日
、当
Ｊ
Ａ
の
大
山
寛

常
務
理
事
と
横
戸
長
兵
衛
上
山
市

長
は
広
島
中
央
青
果
（
株
）
で
ラ
・

フ
ラ
ン
ス
の
食
べ
頃
の
説
明
や
試
食
の
提
供
を
行
い
、
市

場
関
係
者
に
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
の
販
売
拡
大
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
ま
た
11
月
22
日
に
は
、
板
垣
平
治
郎
代
表
理
事

組
合
長
と
佐
藤
孝
弘
山
形
市
長
が
、
神
奈
川
県
川
崎
市

の
直
売
所
「
セ
レ
サ
モ
ス
宮
前
店
」
で
、
来
店
者
に
ラ
・
フ

ラ
ン
ス
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
ほ
か
、
当
Ｊ
Ａ
職
員
が
地
元

ス
ー
パ
ー
で
お
か
ひ
じ
き
と
食
用
菊
等
の
試
食
提
供
を

行
い
、
山
形
の
農
産
物
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

11
月
25
日
、
山
形
市
風
間
の
森

谷
畜
産
で
飼
料
用
米
の
加
工
・
調

整
研
修
会
が
開
か
れ
、
畜
産
農
家

や
行
政
、Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
25
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
今
回
調
整
し
た
の
は
玄
米
を
乳
酸
発

酵
さ
せ
た
「
玄
米
サ
イ
レ
ー
ジ
」
で
、
栄
養
価
が
高
く
コ

ス
ト
削
減
が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、
山
形
県
畜
産
試
験
場

が
中
心
と
な
っ
て
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
森
谷
畜

産
で
は
今
後
、
作
っ
た
玄
米
サ
イ
レ
ー
ジ
の
発
酵
や
保
管

状
態
に
つ
い
て
確
認
し
な
が
ら
、
肉
牛
へ
実
際
に
エ
サ
と

し
て
与
え
る
試
験
を
行
う
予
定
で
す
。

広
島
市
と
川
崎
市
で

組
合
長
、常
務
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

飼
料
の
自
家
生
産
に
向
け
て

飼
料
用
米
の
加
工・調
整
研
修
会

　

11
月
18
日
、
上
山
市
内
の
小
中

学
校
で
「
ふ
る
さ
と
給
食
」
が
行

わ
れ
、
山
形
牛
の
芋
煮
や
地
物
野

菜
の
お
ひ
た
し
な
ど
、
地
元
の
食

材
を
使
っ
た
給
食
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
野
菜
を
出
荷

し
た
遠
藤
宰
吉
さ
ん
、
白
畑
冨
美
子
さ
ん
、
伊
藤
恵
美

子
さ
ん
、
山
口
し
ず
さ
ん
が
、
当
日
西
郷
第
一
小
学
校
を

訪
れ
、
野
菜
に
関
す
る
お
話
会
を
し
た
あ
と
、
児
童
と
一

緒
に
給
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。
遠
藤
さ
ん
の
隣
で
給
食

を
食
べ
た
１
年
生
児
童
は
、「
お
い
し
い
」
と
笑
顔
で
話

し
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

年
明
け
の
１
月
５
日
に
、「
第
68
回
春

の
高
校
バ
レ
ー
」
が
開
幕
し
ま
す
。
そ
の

大
会
に
山
形
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
山

形
県
立
山
形
中
央
高
校
（
男
子
）
と
山
形

市
立
商
業
高
校
（
女
子
）に
、
当
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
共
済
連
山
形

は
、
つ
や
姫
60
㎏
と
山
形
牛
10
㎏
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
春

高
バ
レ
ー
山
形
県
代
表
決
定
戦
は
今
年
か
ら
Ｊ
Ａ
共
済
連

山
形
が
特
別
協
賛
し
て
お
り
、
そ
れ
を
記
念
し
て
贈
呈
し

た
も
の
で
す
。
山
形
中
央
高
校
の
渡
辺
佑
哉
キ
ャ
プ
テ
ン

は
「
試
合
は
接
戦
に
な
る
と
思
う
が
、
勇
敢
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
気
持
ち
で
が
ん
ば
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

上
山
市
で「
ふ
る
さ
と
給
食
」

J
A
の
地
物
野
菜
も
メ
ニ
ュ
ー
に

春
高
バ
レ
ー
で
の
活
躍
を
願
い

山
形
中
央
と
山
形
商
業
に
農
産
物
贈
呈

JA NEWS TOPICS
管内の主な出来事をご紹介します

JAやまがたホームページでも
随時トピックスを更新中！
JAやまがた 検索

お問い合わせ　福祉センター青田 TEL.023-616-8002
　　　　　　　介護サービス事業／通所介護・訪問介護・福祉相談窓口

歌と手拍子で「若返り！」
～“若返りリトミック”をご存知ですか？～

スイーツ教室
かぼちゃタルト作り

旬菓教室　干柿作り

ドライブツアー　霞城公園

11月の通所介護

話すときよりも呼吸が深くなるので、肺の機能を高めます。

手拍子や、口を大きく開け閉めすれば、脳への刺激に繋がります。

喉や口の動きが活性化し、唾液の分泌や嚥
えん

下
げ

機能の向上を促します。

　リトミックはヨーロッパ発祥で、音楽を活用した教育法です。近年その手法を取り
入れたレクリエーション「若返りリトミック」に注目する介護現場も増えてきています。
リトミックは、感情の放出・ストレスの発散・達成感など、〈心の若返り〉に高い効
果があるとされます。リズムに合わせて手足を動かしたり、歌って表情筋を鍛えたり
することで、脳へ刺激を与え、身体能力を高めます。
　歌うことならすぐに自宅でもできます。暫く聞いていない思い出の曲はありません
か？是非声に出し、手を動かして、歌ってみましょう。

写真提供：山形市

写真提供：上山市
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※上記イベント情報は11/28現在のもので、都合により変更になる場合がございます。予めご了承ください。パズル？
頭の体操
出題●ニコリ

Puzzle
3名

図書カード
1,000円分
プレゼント！ 

①パズルの答え
②�当紙へのご意見
やご要望、「今年
チャレンジした
いこと」　

③�住所・氏名
　電話番号
（当紙の編集以外には
使用いたしません）

52 9 9 0 - 8 5 3 5

山
形
市
旅
篭
町

一
丁
目
12
―35

Ｊ
Ａ
や
ま
が
た

 

広
報
係 

行

読者の広場投稿募集
記入例を参考に郵便はがきでご応募下さい。
締め切りは、12月20日（当日消印有効）です。
●プレゼント／「パズル」の正解者の中から抽選で
3名の方に図書カード（1,000円分）をプレゼント。
当選者は発送をもってかえさせていただきます。
●お問い合わせ／JAやまがた広報係
TEL.023-624-8265　FAX.023-631-4714
kikakukanri@jayamagata.or.jp

●先月号のパズルの答え「トシノクレ」

➡ヨコのカギ
1 新年に寺社へ出掛けて済ませます
2 ドライバーで締める物
3 解答用紙の──を文字で埋めた
4 年表を見ると概要がつかみやすいかも
6 騎手が馬に入れる物
9 サハラ、ゴビ、タクラマカンといえば

10 受話器を離さずに延々と続けます
11 自動車の燃料タンクが空っぽの状態
13 ──心頭に発す
14 父や母の、父
16 古い石碑に生えることもあります

➡
タ
テ
の
カ
ギ

2

首
に
掛
け
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー 

5

髪
は
こ
こ
を
中
心
に
渦
巻
き
ま
す

7

釣
り
人
が
じ
っ
と
眺
め
る
物

8

安
倍
川
に
し
ま
す
か
、
砂
糖
じ
ょ
う
ゆ
で

食
べ
ま
す
か

9

色
が
白
っ
ぽ
い
─
─
そ
ば
は
、
ソ
バ
の
実
の

中
心
部
分
を
ひ
い
た
粉
で
作
り
ま
す

11

屋
外
で
写
生
す
る
と
き
の
机
代
わ
り

12

C
D
と
も
呼
ば
れ
る
コ
ン
パ
ク
ト
─
─

14

腕
ま
く
り
す
る
と
き
折
る
物

15

イ
チ
か
バ
チ
か
の
大
き
な
─
─
に
出
た

16

土
を
盛
っ
て
造
っ
た
古
代
の
権
力
者
の
墓

17

あ
る
限
り
全
部
の
物

● 今年を漢字一文字で表すと、「楽」
です。楽しく旅行してきました。（上山
市 Aさん）○編 どちらに旅行されてき
たのか、気になります。旅行は心の
リフレッシュに最高ですね。

● 生涯現役で働けるような、あたた
かい農業であることを願っています。

（山形市 Tさん）○編 今年は農協法改正
やTPPなど、農業の有り方が大きく
変わるできごとがありました。「地域
の農業と組合員を守り、ともに発展
する」というJAの責務を改めて感じ
ています。

● 先月号のエッセイ「繭の中」、私の
家も養蚕をしていたので懐かしさが
こみあげてきました。（山形市 Wさん）
○編 現在は「遺伝子組み換え蚕」とい
うのがいて、桑の葉以外も食べるそ
うです。進歩、効率化ももちろん大
切ですが、昔の農業が消えていくの
は、やはり少しさみしい気持ちにな
ります。

読 者 の 広 場
花
と

　 

暮
ら
す

四季の生け花
華道家元池坊 小山雅子

12月の花 ／安達節子 作

○花材　ブラックリーフ／オリエンタルリリー
アイリス／クジャク草／ガーベラ（赤）
霧島ツツジ（苔付き）／レモンリーフ
協力 ： （株）出羽園

　

霞
城
公
園
近
く
の
街
中
に
引
っ
越
し
て
き
て
か
ら

三
十
年
が
経
っ
た
。
笑
顔
の
素
敵
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
一
人
住
ま
い
す
る
隣
家
の
庭
に
は
、
樹
齢
五
十
年

に
も
な
る
立
派
な
柿
の
木
が
二
本
そ
び
え
た
っ
て
い

た
。
そ
の
柿
の
木
は
当
時
三
人
の
小
学
生
だ
っ
た
子

供
達
の
成
長
と
共
に
時
を
刻
ん
で
き
た
。
と
言
う
の

も
我
が
新
居
の
二
階
の
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
に
は
東
側

に
面
し
た
大
き
な
窓
が
二
つ
あ
り
、
季
節
と
共
に
変

化
し
て
い
く
柿
の
木
を
眺
め
な
が
ら
の
暮
ら
し
が
始

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

枝
に
ぽ
つ
ぽ
つ
と
芽
吹
き
始
め
る
春
に
は「
芽
が

で
て
き
た
よ
～
」「
わ
ー
い
、
昨
日
よ
り
芽
が
増
え

て
る
～
」
と
会
話
が
は
ず
み
、
家
族
中
が
ウ
キ
ウ
キ

と
し
て
く
る
。
そ
し
て
六
月
に
は
緑
の
葉
っ
ぱ
が
ア

メ
ー
バ
ー
の
よ
う
に
次
々
に
広
が
っ
て
い
き
、
そ
の

見
事
な
光
景
は
、
我
が
家
だ
け
の
特
等
席
で
見
ら

れ
る
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
。

　

日
差
し
の
強
い
夏
が
や
っ
て
く
る
頃
に
は
、
窓
か

ら
の
風
景
は
一
面
緑
で
覆
わ
れ
、
ま
る
で
森
の
中
の

別
荘
に
住
ん
で
い
る
よ
う
な
贅
沢
気
分
が
味
わ
え

る
。
そ
の
上
じ
り
じ
り
と
照
り
つ
け
る
直
射
日
光
か

ら
守
ら
れ
た
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
は
、
涼
し
い
風
が
通

り
抜
け
る
冷
房
い
ら
ず
の
快
適
な
空
間
と
な
り
、
自

然
に
皆
が
集
ま
っ
て
く
る
。

　

い
よ
い
よ
夏
の
終
わ
り
か
ら
秋
に
か
け
て
は
柿
の

木
シ
ョ
ー
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
だ
。
日
に
日
に
大
き

く
色
づ
い
て
い
く
実
を
眺
め
て
い
る
と
、
豊
か
な
気

分
で
高
揚
し
て
い
き
、「
枝
が
折
れ
そ
う
に
な
っ
て

い
る
よ
」「
鈴
な
り
に
か
た
ま
っ
て
て
可
愛
い
ね
」と

毎
日
賑
や
な
会
話
が
交
わ
さ
れ
る
。
自
然
の
力
強
い

生
命
力
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
畏
敬
の
念
す
ら
生

ま
れ
て
く
る
。
十
月
の
末
に
な
る
と
、
遠
く
に
住
む

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
息
子
さ
ん
が
収
穫
に
や
っ
て
き
て

沢
山
の
お
裾
分
け
を
い
た
だ
く
。
育
ち
盛
り
の
三
人

の
子
供
達
と
共
に
待
ち
に
待
っ
た
柿
に
か
ぶ
り
つ
く

瞬
間
の
至
福
。
一
年
間
成
長
を
見
守
り
続
け
た
柿
の

美
味
し
さ
は
ま
さ
に
格
別
な
の
で
あ
る
。

　

十
五
年
前
の
あ
る
日
の
こ
と
、
九
十
歳
を
過
ぎ
た

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
ひ
っ
そ
り
と
命
を
閉
じ
た
。
柿
の

木
が
残
さ
れ
た
空
き
地
は
売
り
に
出
さ
れ
、
幸
運
に

も
我
が
家
で
譲
り
受
け
た
。

　

今
年
の
秋
は
、
か
つ
て
無
い
程
の
大
豊
作
。
甘
く

て
大
き
い
と
評
判
の
我
が
家
の
柿
は
四
十
人
以
上
の

友
人
、
知
人
宅
に
も
ら
わ
れ
て
い
っ
た
。
賑
や
か
な

柿
の
木
外
交
は
今
年
も
無
事
に
終
わ
り
、
三
年
ぶ

り
に
美
し
く
剪
定
さ
れ
て
、
今
は
厳
し
い
寒
さ
を
待

つ
ば
か
り
で
あ
る
。

9 

月 

26 

日　
く
も
り

2 

組 

2 

班　
伊
藤　
夢の

ぞ
み

今
日
、
稲
か
り
を
し
ま
し
た
。
鎌
で
や
る

の
は
初
め
て
で
し
た
。
最
初
は
か
ん
た
ん

に
で
き
る
の
か
と
思
っ
た
け
ど
、
力
が
い

る
仕
事
で
し
た
。
今
度
学
校
で
も
稲
か
り

が
あ
る
の
で
、
今
日
し
た
こ
と
を
生
か
し

て
頑
張
り
た
い
で
す
。

ESSAY

山形
の
風景

［
先
生
よ
り
］

鎌
を
つ
か
っ
た
稲
か
り
を
経
験
で
き
て
良
か

っ
た
ね
。
夢
ち
ゃ
ん
、
稲
か
り
と
っ
て
も
上

手
だ
っ
た
よ
。
学
校
で
す
る
と
き
は
、
み
ん

な
に
教
え
て
あ
げ
て
ね
。（

経
済
課
　
大
滝
駿
）

柿
の
木
ス
ト
ー
リ
ー

　
　
　
　
　
長
澤
英
子

青
年
部
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
5
月
に
植
え
た
稲
を
刈
り
、「
は
せ
が

け
」
し
て
天
日
干
し
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
女
性
部
、
女
性
理
事
の
皆

さ
ん
が
手
作
り
し
て
く
れ
た
、
お
豆
腐
団
子
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
第
6
回
】
稲
刈
り

 エッセイ／読者の広場／花と暮らす ── 1011 ──  わんぱくきっず！／パズル


